
所得税確定申告 ・ 住民税申告　受付
申告受付期間 ２月１６日（火） ～３月１５日（月）

　申告には、マイナンバーの記載と本人確認書類の確認が必要になります。必ず本人確認書
類を持参してください。また、申告書の送付は行っておりません。
　大字ごとに受付対象地区を設けますが、対象地区以外の住民の方の申告も受け付けることができますので、いつで
も都合のよい日に申告会場にお越しください。

月　　日 受  付  時  間 会　　場 受付対象地区
２月１６日 ( 火 ) 午前９時３０分～午後４時

役場２階大会議室

安戸
　　１７日 ( 水 ) 午前９時３０分～午後４時 安戸
　　１８日 ( 木 ) 午前９時３０分～午後４時 御堂・奥沢
　　１９日 ( 金 ) 午前９時３０分～午後４時 御堂・奥沢
　　２２日 ( 月 ) 午前９時３０分～午後４時 大内沢
　　２４日 ( 水 ) 午前９時３０分～午後４時 大内沢
　　２５日 ( 木 ) 午前９時３０分～午後４時 坂本
　　２６日 ( 金 ) 午前９時３０分～午後４時 坂本
３月　１日 ( 月 ) 午前９時３０分～午後４時 皆谷・白石
　　　２日 ( 火 ) 午前９時３０分～正午 ※�２日、４日、５

日は午前のみの
受付です。  

全地区対象
　　　３日 ( 水 ) 午前９時３０分～午後４時 皆谷・白石
　　　４日 ( 木 ) 午前９時３０分～正午

全地区対象

　　　５日 ( 金 ) 午前９時３０分～正午
　　　８日 ( 月 ) 午前９時３０分～午後４時
　　　９日 ( 火 ) 午前９時３０分～午後４時
　　１０日 ( 水 ) 午前９時３０分～午後４時
　　１１日 ( 木 ) 午前９時３０分～午後４時
　　１２日 ( 金 ) 午前９時３０分～午後４時
　　１５日 ( 月 ) 午前９時３０分～午後４時

申告相談の日程と会場
◆�譲渡所得・住宅借入金等特別控除の
ある方は、売買契約書等のコピーが
必要になりますので必要書類を事前
に用意し、ご持参ください。必ず税
務署または役場会場で申告してくだ
さい。

◆�社会保険料（国民年金）控除を受け
る場合は、「控除証明書」または「領
収証書」が必要です。

◆�平成２５年から令和１９年までの各
年分の所得税額に復興特別所得税
（基準所得税額×２．１％）が加算さ
れます。

◆�給与収入もしくは公的年金の年金収
入がある方で、その他の収入（営業、
農業等）がある方はその金額の多寡
にかかわらず住民税の申告が必要で
す。

◆�本人確認書類とは、個人番号確認書
類および身元確認書類です。

◆�個人番号確認書類とは、マイナン
バーカード、個人番号通知カード、
個人番号記載の住民票。身元確認書
類とは、マイナンバーカード、運転
免許証等の顔写真付の身元確認がで
きる書類、健康保険証等。

住民税の申告
　令和３年１月１日現在、東秩父村に住所のある方で、平成１４年４月１日以前に生まれた人（１９才以上）は所得
の有無にかかわらず申告をしていただくことになります。
　ただし、収入が給与所得だけで勤務先から給与支払報告書が提出されている方、公的年金等の年金収入のみの方（年
金収入が４００万円を超える方を除く）、税務署に所得税の確定申告をする方は原則として申告の必要はありません。
　なお、所得がない方も各種証明書の資料となりますので、申告していただきますようお願いします。

夫婦と税
《パートや内職などの税》
①パート収入
　�　パート収入は通常給与所得になります。したがって、パートの年収が１０３万円以下ですと所得税はかかりませ
んし、配偶者控除を受けることもできます。
②内職などの収入
　　内職などの収入は、収入から必要経費を差し引いた残りが事業所得または雑所得になります。
　　ただし、次のいずれにも該当する方は、必要経費として５５万円（収入金額が限度）を差し引くことができます。
　◆家内労働者、外交員、集金人、電力量計の検針人など、特定の人に対して継続して労務の提供をする方
　◆事業所得および雑所得の必要経費と給与所得の収入金額の合計が５５万円に満たない方
　�　したがって、収入が内職だけの場合にはパート収入と同様に、年収が１０３万円以下ですと所得税はかかりませ
んし、配偶者控除を受けることもできます。

《配偶者特別控除》
　配偶者特別控除は、配偶者の合計所得金額が４８万円を超え１３３万円以下（収入がパート収入のみであれば、収
入金額が１０３万円を超え２０１万６０００円未満）である場合に受けることができます。
　控除額は、所得によって調整されますが、最高額は３８万円です。ただし、納税者本人の合計所得金額が
１０００万円（給与収入で約１２２０万円）を超える年には受けることはできません。
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